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図一1.1(株)大林組の地中連続壁工法の施工実績
表-，1.1地中連続壁の利用例
分掴 'J 用 問












































































三雲部分 佳世.!li抱 安定 1:'関係するE耳東 安定作用 鋼 考
「





(2) 半〈拍理 透) 思 電迫気設 鯛の似l成田の作と用なる。 る。
Verder (1961) 
化学的 Far川anke (1随:n
74 i IレFー伊ーキ ト吉田(1967)
泥虫〉
「
(1-プラ;. fJ ー効果 思〈・a面の按視で土佐子の制活を防 Verder (1003) 
(b) 滞虫と Lての浪路 ~ 
i21 拘 京 効 * 強地度山のを明変位す。を少'なくする。盟面
Verder (1003) 
『
(1) 安〈調合定問椛官民自〉 体の密度 安定捜lζよるiIJ水Eの窪田
ね}液 密 「
(z) トνl削Y中宇細内沼で土のの安混定入液}宮居 掴位土の混入iこよ弔て10-2¥)% Morgenstern (1侃の
(掴 の密度t由加が実測されている。
安 定 夜
(b) 受 動 抵 筑 雲定動液抵の抗七γ断酬に原田ナる
問で包体な地山にはさ宮れた完全 Morgenste，rn (l閉め
盟位 としての安定夜が受動低 Elso n (lUfJ8) 
抗を発問するq
(c) it¥ 皮 謹 局電気昆透lこ起抱t当すカる浸原透因作用を 進浸透E発生原因こさせる の
(，)地 下 ホ 位l地山…作用力の主因 地いt下E水tJのを相与対え水る。位が安定fこ大き
…土の…!?同主きさに 主動土庄の大きさを左右する。
地 山
(c)アーチ作用|…ーを同 主動土庄の軽減 Piaskowski ClO!}) Shneebli (1004) 




























砂地盤白調合例 ベシトナイト 6% ポリマー 0.5-1 % 
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ところで，ピンガム流体の細管内の流動は次に示す(2)式に従うといわれる os 1 
.Q=PR/4τ ・・・・・・・ (2)
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k= CD 102 .・・・・・・・・ (3)
ここに k:透水係数 cm/sec 
C:比例定数 l/cm・sec
Dlo: Hazenの有効径 cm 
また，粒子径と間隙径との関係は(4)式で示される。
R=O.261Dlo・・・・・・・・ (4)
ここに. R:関隙の半径 cm 
これらの式を(2)式に代入し，Cとして一般に用いられている 100.p，こ200g/cm2を
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ガラス玉径 粒径範囲 mm 透水係数 cm/SGC
0.5 mm 0.42-0.59 1.5x10-1 
1 mm 1.0-1.4 6.3><10・1
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試験による地盤の平均透水係|
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掘削幅 1 50cm 
地中壁面積 I 29S3m2 



















??? ??? 探礎孔NO.1 
、















l'1 表:-4.2試験内容アナ一 一」明 : 
一ーム民LEi-j竺聖主任 ITI之主{明主戸液白人ι 一i 1'，:吃(ω0仰Pト-7¥o此ぺベjr トずげイ)-、 1凶需も印，~卒矧質防止司 0;02 
L h J | ;謀踏礼NO.1にヂわ試験一~ '.1 l(試験ー lの調合の安定液にゲ)J..化剤 O.oM&を添加)~--; -，
~... I試験2が終了後、安定液をゲゾレ化由主:定波によって
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ポリマー(0 P -'1) I 0 . o自，
.Jくントナイト | 15 
変質防止剤 I 0.029' 
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項 目 試験方法{出典)樫:i:下隈値 民蹟方法(慣時)
塩素イオン 上水試験方法 35.2 O.lmg/且 硝酷盟法. 
過マンガン直方
上水民験方法 15.2 0.1l1li/且 酷性撞
リウム消喪量
pH 上水試験方法 11.3 0.1 ガラス電橿法
臭気の種揮の判
臭気 ム水試験方法 .9.2 一 定
味 よ水試験方法 10.2 一 味の種掴の判定.
色度 上水試島方法 7.2 l度
白金・コバルト
撞
カJレシウム 上京試盟方撞 45.2 O.lmr/4 原子融先先度撞
金蒸発残留物. 上水試験方法 Z7.2 1唱/4 重量法
ー>-・-..~ ---，司
調度 上水試験方法 6.3.3 l昭/且 誼分球式先度法
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枯l.ItIO'cp ポリマ噌縫lJl:自 l' PI |雄.入:1:浪度量
2 3 4 : 5j00.'1: 0，2¥ 0'， 31;O.~18 ，9 10 10 ， 2 4 6 1I 































2 0 2 
は311m3であり、これは作成した安
定液量の7.7協に相当する oこの表








































1'1 6.7 7.2 
過マンガン政カリ消費砧叫/1 1.2 1.2 
目制度 。 凶0.5
色皮 。
カルシウム M18/1 26.7 29.5 
凶塩来イオン叫1 16.4 14，7 
ふ全議発設備物皿8/1 273 190 
TOC I1g/1 :0.5 
ECμS/c皿 270 215 
・.* .5.6工事巾の観測}干の水質
. 
~;'l ~:. 2 IlW 1 *i!水』よ;t悼
PI 6.'1 '/ . 1 6，7 5，8 ・8.ijι
治マンガン政カリ消貿易tIg/l 2.. 6.4 5.8 10 
制度 1.7 1.5 4，0 2 
色度 。 3 自 E 
カルシウム皿g/l 32.0 30.0 38.8 一
-出議イオン叫/1 12，4 13.7 1，6 200i 
回全滅発桟儲物町B/L . J 98 '111 195 500' 
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土留め不迎続問lの改良
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1貨光ヰlc.t(1 ~.P)(%) il: 人中 1 • f[ ( 1 + fi)(信)
道水係数 Il n~京市土 質 N 他 it入n的)JI iI:人fI的1]1(cm/s) (財) 注入村田IJI t1:人HI¥fiIJI
~l化 1ソド 引Irl: 1: 1¥ 一一!脹栂i庇系 95 l!日 !帳 i削減系 013-.¥8 '¥;1-50 
砂 ゆるい 4-10 101 45-50 ー-ーーー・・・岨回ーー-品.'・・+~--ー_.-
抱 j皮系 100 tf: 庇系 '15-50 
一一一一酪栂i皮系 95 版制j庇系 間.3-:l8.0
中位の 10-30 100 35-40 
溶液系 90 100 tfI il~ .f{，. :iI.5-30.0 3!i-11O 
懸 i制j皮系 90 蝦 j剛被系 21.0-31.5 
E匝 留 な 30-50 10-1 30-35 
溶液系 90 95 w府系 27.0-31.5 23.日-33.3
砂 ゆるも、 4 -10 10-2 45-50 指摘系 90-05 的 Ir白系 .10.5-41β 
質 中位の 10-30 10-2_10-3 40-45 " 90-92 11 30.0-41.4 
土 締まった 30-50 10-3-10・4 35-40 " 80-85 11 28.ー0-~r-3-4-1-0e 
10ーに10-5 懸栂
j夜系 40 ! i削減系 24-30 
枯 ゆる L、。-4 60-75 ._~ri 
溶液系 45 出 il匝系 21-34 
性 ._-
10-4_10-6 
懸濁 j寵系 30 -一 舷制i庇系 15-18 一土 中位の 4-8 50-60 
溶液系 30 前 i山系 15-18 
一一
腐 値 土 0-5 10-2-10-
懸 j錨j直系 60 限 il~ ir~ 系 42-54 
70-日目
I容 j慌系 i'f 皮系 70・~!JO



















t.E入管の{持f北 i.t入方式 ゲル化時1¥1 i¥:.人材のilA合方式
J)l 管 ロ プ ，'['，杭1! 廿 1.5・ン冨ツ 1・
l)ザλ トレーナー 〈数分J
二部作ダブルパヲプ2一. (波級10官分i〉 lシaット
多 R 管 二 m 'rf I 1 (政閥10砂抗以下〉 2y'岡 '7 ~ 
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院先決 測定19.理 M li 間 I置き 即時性 位合評価
iをIt情硝 it1:itn N帆t'~IÌj 比続的崎県 事強調先月l随時調量JI地位(i.J
l' 5 険制 P 1ft.s ;a~ /u燭i童Jt
， ， 
• ' 





比祇t法 電気眠枕 てλ千四1推定"1 電極的埋j主み • l担分の蛸.，，，<J，I が必要電~\倫明 I主人中に推
保It法 電~(I!院 fljU!同検:u 電概背鹿込 定量I

































Na20・nSi02+ 2NaHC03 -ー 一ー) nSi02 + 2Na2C03 + H20 
Na20・nSi02+ 2(CHO)2 + 3H20 ----) nSi02 + 2CH20H. COONa 




































椋常砂〈盟捕鹿) 47 1盟F.Jtftをカリウム 10011 
けい砂 58 アルミン酸ソーダ 9600 
川砂(鬼思川底) 222 硫離水素ナトリウム 8700 
戸1I樹砂(東京) 230 エチレンカーポネート 9420 
戸l'前砂(大阪) 210 グリオキザール 9300 
洪制砂(東京) HO トリアセチン 10400・
供前砂(班京) 380 セメント 13050 




























x/ r 1 
y= x 100 ・・・・・・(1)
x/γ1 + (1-x)/ r 2 
x=a/al -a2/al ・・・・・・・・・・・・・・・ (2)


















































10 5 2 0.5 0.1 0.05 0.02 0.01 
位t霊園間
図-2.2供試土の粒径分布
、可唱 司. . 
・"ト一両∞ー斗























NO. A-l A-3 C-8 D-12 
対~砂 川砂 川砂 相t体砂 川砂
間隙串 37.7% 37.1% 36.5% 37.6% 
水ガラス
水ガラス注入村 震炭政ソーダ 1.eに同じ 左に同じ
}A化カリウム セメント
ゲルタイム 9.6干』 31.2秒 5.0秒 22.0秒
注入速度 2~/min 2Mmin 2!!/min 2Mmin 
注入庄 l.lkg/cm2 1.2kg/Cm~ 1.9kg/cm2 6.0kg/cm2 
注入量(VI) 1.創51.'.' 1.745 t 1.7凹ι 0.555 t 
回総f;財布(V2) 6.4団t 6.871 t 6.2凹4 2.338 t 
悶結倍率(V2/VI) 3.91 3.95 3.70 4.22 
実胞t入串(VI/Vz) 自.5% 25.3% 27.0% 23.7% 






























試験問 A-1 A-3 C.8 ; D. 12・
闘陣中日書 37. 7 37. 1 36.5 37. 6 . 
固桔部の間隙てん充端 α 市 '26.2-62.。 30.1-69.5 .27.4-100・ H.6--100 
平均間隙てん克率 a% 43.5 52.3: 71. 5 50.8・
揖準偏差 σS 10.3 10.5. 22.7 28.2 



































i )圧縮強度 固結砂(水ガラス :25%)の三軸圧縮試験の際の変形性状を図-2.7
iこ示す。図中には各側圧における応力・ひずみ曲線を示し、側圧ぜロが一軸圧縮
6.0 

















































ー 圧縮強度 qukgf/ct 1.伺 1.回
柚
庄 碇壊ヒズミ c% 1.2 1.1 柑
民
変形係位EIOkgf，.bi 18 310 験
t三 祐部カ Ckgf/c:' 0.3 0.1-1.1 
拍
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脈状注入.......戸内-1，. - ~ ~ 
〆 I
，/' . . 
/ ・!、 j
‘、，、.一一一..1 守・ーτ ./ 
00'-ー-
1.0 0.6 0.8 
てん充湿度 C
o 
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:注入深度 6.6 -9. 61 . 1127.0-39.&111. ? ?
???? ， ?????


















































































--0-ー 住人前 ; 
4一瞬桔工法
探度(m)













現場 注入工法 てん充率15 pH 電気伝専鹿lμS/cm
A ダプJレパッカザ工法 38.4 8.7 900 
84.0 9.7 1450 
17.8 9. 7 1650 
~2.3 g: 5 900 
75.3 9.7 t560 
B ダブルパッカ，工法 37. 1 10.0 1700 
22.6 9.3 1100 
73.6 10.2 1400 
56.0 9.9 1700 
6.5 8.6 1200 
瞬結工法 42.3 9.2 1025 
26.5 9.3 225 
d 
8.9 8.6 271 
12.8 8.9 900 
48.6 9.3 2030 
c 瞬結工法 A区 73.7 9.5 1300 
57. 0 8.5 850 
39.4 10.5 1200 
' 
B区 3.7 3.0 890 
83.5 4.2 460 
J 
53.2 3.4 1350 
C区 36.2 9:.9 900 
16.2 9.2 440 
68.9 10.1 1750 
D 瞬結工法 47.7 9.8 1230 
10.5 8.0 920 -
56~1 9.9- 1260 
52.5 9.7 1210 



















































司同凶;!)1:|同問砂.目防J:川!川川川 7 i l円H
: I/l v1 [.1 r/1 k:j • .J!d!I.I!I.III{G，jJEI J I ) 


















0.446 18.2 40.8 4.5-88.2 24 B 
0.887 28.3 32.1 5.4-100 32 
0.640 
0.500 












































































































































Td 0' 。H 電気伝導度μSI叩 電気伝導度μS/c圃 O :11 O O 。!800rO1 1800 i現場A 現場B O 現場A 00 現場自 O O O O 
1 O O O O O 
o 00 ，. 1b 01 。 HOト O 00 O ] o. 1400 : O 。O O O 。
O 
も 0 0 00 
O O O 
4 ' 9.~6' ~O 8 o 100目 O 8 O o . 0 。 O O 82b∞ O 
l t 0， 。
18 O s 600 600 1 。
7E E 7 I E '200 I J山|笠




O ~ 現場C 現場p
00 
現場D O O G 00 O 1400 O 1400 lDr 0 ]0 O O O o 0 
000 . O O o 0 もO O 00 O O 品。♂ f 8 O 1000 .0 回9. Q 1000 匂 O O 00 O • O O O O O O 
jO 
o 
~8 卜 。 O 600 O 8. 600 
O 
• 
。 雪、・ O 
•• • 
。
' O O 
j 7l 7 200 200 
ム20・ 40， 60 80 20 40， 60， 80: 20 '40 60 f80・ 20 40 60 80 








































































































A -rロ ~I タ B -r ロマ タ
CB ヨンソりダーSG CB RSG-]，{ 
上部 5% 23.6% 15% 国.6%































































上部 下部 よ部 下部
1. 6X lO-~ 3.5XlO-l 
1.7XIO-5 4.8XI0-5 8.2xlO-5 6.2XIo-5 
1.7xIO-S 4.6XI0-6 5.5XIo-5 2.8XIO'" 
39 86 21 44 
153 169 86 133 
6.8 2.3 4.4 5.8 
O.酉 0.5 0..46 0.15 















































































上甑 下部 上都 下部
回 結 率 2.57 3.62 3.6l 3.53 
















































































注入居力 (CBl (j寄波 (CB}
kgf/c:n= 0 2 4 6 81005 10 15 加 02468100・B ‘ r--t r寸ー T寸o ・1r 
二次注入
f海龍)














































































50 100' 450 500 
リング数




















1.0 10.0 50.0 100 
位盛 mm


























































































































注入工法 二重官時結工法 ソレタンシ品工法 究互注入工法 担合注入工法 単管ロッド工法
PC-3 CB エヌタイト55-1 サイマル l号 エヌタイト 3号
注入村
(CT:3秒前後) RSC-lll (CT:5秒前後) (CT: 5秒) (CT2-3分)
(CT:60分間怯) エヌタイト 1 サイマル l号
(CT:3-6分) (GT:3-1Oうト)
注入車 35， 38， 41% C85% 35， 38， 41% 35， 38， 41% 41% RSCIII 38% 
注入速度 12 E /min 10E/min lSE/min E綬惇紺柑 84/ mIn 20e/min 8 t/min 
1ステップ長 連続回転(8I'pm) 33.3cm 50cm 25cm 50cm 
注入詫間 CL CL CL CL GL -8.0-1O.7m -4.856-9.印Om-6.3 -n.044m -6.3-11.044m -・6.3-1l.044m
注入対象土 沖楠砂層(細砂) 供械砂層(組砂).砂時層
注入孔配管 1，0∞ 1，000 1，000 1，000 1，000 
-調査孔 Yλ1・脚 日 w ∞〉匂Y ~1，∞o ⑩コアボーリング干し 1，∞o 
表-5.1 詰験注入一覧表
工法、複合住λ工法ではコアポ}リ yグ孔も配している.なお、複合註入工法は































明史 s L 
























.n ;u 指i担π入試論 現場;!水試験 主 t 民 験ヱ法 注入区 fA "J・法人事 N他 土 開 i!水係盤情/Sf!C 土 t q. ilfiar C ksfl帽
ー
"11帽
シルトt砂 4-5 砂砲 39X l1 o-2 
注入nl 砂町シルト 5 1fL砂 3:9;( io-'. 5.3X 10-4 
砂問.也fJiN>臼(75) 8.6X 10-' シルトi即J砂 1.75 
A-l 35.6% シルト旬砂 9 シルトI!.lり砂 1.OX 10-' シルト旬砂 0.76 O.お 12.3' 1.72 
ニ煎ぜ -2 38.6% シルト伐砂 7 シルト品;")砂 4.2X 10-J シルト町砂 1.37 0.44 25.1' 1.74 附縞工法
-3 41.7% シルトTt砂 7 シルト悦砂 1.2XJO-' 砂!'tシルト 1.05 0.44 9.2' 1.73 
ソレ Fン B シ品工法 43.1% 
シルトn砂 13 シルトiI~リ砂 4.0X IO-J シルト il~l) 砂 1.65 0.55 22.9' 1.84 
砂nシ/1，.r効t止なし 砂鴫 5.2XIO-J 
C-l 35.0% l1L 砂 1.03 0.35 30 ? 1.95 
砂A.l1L砂 187 担砂 4.IX10-1 
r.::互注 砂町シルト効果なL 砂鴎 畠.9XlO-・
入工法 -z 調.0%
， O.凶 0.32 28.9・ 1.93 
砂硯.机砂 I∞ 組砂 9.4XI0-' 
砂Ttシルト 10 砂明 5.5Xl0叶
-3 41.0% ， 1.21 0.41 30.2' 1.99 
砂時 m砂 l随 姐砂 7.8XIO-' 
砂質シルト 7 砂鴎 3.2X 10-' E骨制(511:
S.1 35.0% 
6.0X10吋
肌砂 2.03 0.58 32.1' 2.∞ 民側(L)町
砂町，机砂 89 阻砂 比 1:1 
砂町シルト 卸 砂問 5.2X 10-ー
52""1 泊.0% ， 2.86 0.79 31.5' 2.10 1 : 1 
砂四.槌砂 169 組砂 9.0X 10-' 
出合注 砂町シルト効恐~t.. 砂.聞 2.2X 10-1 
入エ i1; -2 38.096 
， 3.16 0.82 31、l' 2.10 3 : 2 
砂時.組砂 125 組砂 4.6Xl0-l 
• 砂町シルト 9 砂珊 1.3X 10-1 
S~l 41.0% ， 3.ω O.凶 32.0' 2.16 1: 1 
砂砥制1砂 112 坦砂 6.2X 10-1 
砂町シルト効果なL 砂珊 3.4XI0-1 
-2 41.0% " 3.n 0.95 32.2・ 2.13 3 : 2 砂時 11砂 165 組砂 3.8X 10-1 
単
y骨ー で四倍
















































































? ? ? ? ? ? … ? ? ? ?
? ?




















































ソレタン~ E'Ttシルト 砂町シルト層で11細聴が治'j i$~Jïに入る。砂礎層でI.! 服B シュ工法 砂時 状註入と粒子問浸透が並行ー切羽からのi勇水.土砂崩活は会〈見られな~'. 
C-l 
交互註入園 :CP シルト シルト層て14細眠中心の眠状注入。砂.砂時層でl対立
工法 砂から砂聴 子問浸透.切羽からのi縄水.土砂崩落は見られな~'. 

















数 kgf/m' cm!sec 
JnO ， 
94i 1.02 4.6Xlu-1 &L4 
947 1.76 一 52.6 . 
957 0.83 一 32.4 
関5 1.15 一 80.9 、
975 自立せず 一 20.9 
985 " 一 16.2 
988 1.14 8.6XlQ-1 58.i 
1.∞o 0.57 6.3X 10-1 羽.7


















• • .・40 .-s ーi" • 
420 単9'ヲLE E 
水 • 量 30





850師0810鈍0890∞910920官却 940950調。 9709駒田o 1.010 1，0調 印日 1，070 It削 1，¥10 

































































































































































































A 液 B 液 グルタイムl記号 分類
A 酷 1踊型 3号水ガラス セメ Y ト時閣液 7分
H 溶液型有機系 ， グりオキザーJレ 28分リン酸
C 溶液型無機系
NaHCU1 9秒， KCl 


































ii)注入速度 平均a~/rni n 


















































セメ目ント 21 !i'14 226 7 
政化7)レミ・消石灰他 1 02.2 107 6 
無機系 7;レミ司ン厳 :J-:JZ・ 66.8 703 
Na. HCO.o KC 1 87.2 917 
N a. HSO~ 53.1 559 
グリ才キザール・りン厳 i 63.6 1722 
有機系
グリオキザー ル・トリアセチン 100.9 106 2 
トリ 7セチン 4 7.7 502 























































































































































Vw Cw fw . 
cg fg 
v 

















間際串 n.てん光事 Aはそれぞれ(2)式、 (3)式で与えられる.
Vv Vg + Vw 
zーー:::":-r'-..，r-.，.，.- ・H ・(2) . V -Vs+Vg+Vw ';-'. 1 =~g ~ -.!.! -一一=ー -ー_....・H ・-同-Vv -Vg + Vw 
(2)式よ b、
Vs=.lニ旦 (Vg+Vw) .・H ・(4)
n 
制). (5)式を(1)式に代入すると、
Vw= 1-:.1 .' w=一τ一・ Vg (5) 
l-n 1 . l-.l 
( Tg -T，) . Cg. rg = ( T， -Ts ) (~・寸ー・ Gs ・ Cs 十一l"CW・Tw} •••••• (6) 
乙乙で‘ Cg=Cw= 1 rJ./go'C rg== Tw= 1 g/ad と仮定すると、
T， -Ts ，1 -n 
1 ーー 一ー一 (ー一一ー・ Gs• Cs + 1) ...••.••. (η 
Tg-Ts 





















































































































































G L -7.00""ー 19.60皿
改良土量 1159rrf 
柱入率 一次注入


































・.V.Uf?・・二ーzー，;ー包'ア，・~. ~:・毛口1ー6.J，・・、一F・S. t " ，J‘-
t匹旦dぺZら過がhちZkh3t t 
'土'rtれ N f~( f，'! '~tfl1主 ;:r水Jt(%)
砂時 >50 ~[X~~~f.(~j~:~!' ミ:45 12，-1 
n 13 ふリ-り弘~j:.‘!.~:~・t‘』v「守4e2，ρJ=白f~~~よ:fζt;~1J旦s: N巾I眠・ZFh •. ・t'I•• 戸一:."、x-+.?，: =-z 唱一!.~:~ ‘ 唱引刷l 
yル卜品"jj. 庫三豆靭!日:均
rT 20 b恥1E7円:;ヨむ・〆i・主!、tL・~:，主E・"λ干fJJt，・1Zþ・f:.f:1，t.・U-t・i1J i・:1J・日fi1tI・lfhu之MJfb1 U~. ' 12，2 
砂i比I}柿土 9 ~i;\~f. 
枯土i比リ砂 ヨ吾東京泥沼対話
A時r~ii~~令 ・・・43 0-・o<1 砂崎 e・..1 10.7 =-_k".: ..':.-;.1' o.O 
>50 _-'!';':f."t..f'.l 0 -I:，';，;"，'.i":，1 0・.
.10 >50 1日:司4・、1『.司~、;・ずJ1J-r九.・"，':・Jぷ下;h':;‘:・・:7よ:A.• t・j・・tι.JICh1.:，:・r;t二~it長.ヨ4J1;ZtII-.e• 1 20 • 9 
団関与E川書 >50 1['_ 









































3/20 21 22 出
』
t 
31 4/1 ' 9 10・ 1 . 12 13 14 15 16 







3/20 21 2:2 23 !JO 31 ~/I 2 9 10 1 12 13 1~ 15 16 
24ド 円寸(C)注入部『地中









tM E E L1a 6 •• 
"¥，o-l ' 
3/20 21 22 23 30 31 






























< 1 2 3 い竺
ー 『 1.l'C 12.5m 
一 l.S'C 3.1'C 13.Sm 
2.3'C 1.6'C 2.S'C 14.Sm 









水試験はGL-13.5，18.5mで行ない、垂水係数はそれぞれ1.0 X 10-5 c./sec、






































= (T. -Ts) (Vs ・cs • G s + C w. r w)……...・H ・-・(1)






n = ~7V = "1'7 ~ g+Vw 一v-= VS+Vg+VW 
a-Z与一 v g -VV-Vg+Vw 
(2)式より
Vs=汗且 (Vg + V w) 
Vw=句皐 .Vg
(4)、(5)式を(1)式へ代入すると





一(T， .ーTs) { 1 -= n • ~. _ G s • C s +.!ー λ }一一一一・-・ ・ 一一 Cw.r w} n (x 
H・H・(6)
ここでCg = C w = 1 ca 1/8 -00 
r g = r w= 1 g /crrf 
と仮定すると、


























? ー? 、 ?ー? ??? 、
????????。 ?






y = O.842x +0.910 
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